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わ
た
し
た
ち
の
目
の
前
で
起
こ
っ
て

い
る
一
連
の
事
態
の
根
源
は
何
か
。

そ
し
て
真
の
敵
は
だ
れ
な
の
か
。「
イ

ス
ラ
ム
国
」
を
名
乗
る
勢
力
に
よ
る

テ
ロ
、
日
本
人
二
人
の
拘
束
・
殺
害

を
め
ぐ
る
で
き
ご
と
を
前
に
し
て
、

そ
う
し
た
問
い
が
わ
た
し
た
ち
に
投

げ
か
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
答
え

よ
う
と
す
る
と
き
、
事
の
源
流
を
追

っ
て
歴
史
を
遡
る
こ
と
と
、
世
界
を

根
底
で
動
か
し
て
い
る
力
関
係
、
対

立
軸
を
さ
ぐ
る
こ
と
が
必
要
だ
。

「
積
極
的
平
和
主
義
」の

も
た
ら
し
た
必
然

こ
の
間
、
い
く
つ
も
の
情
報
源
が
明

ら
か
に
し
て
い
る
の
は
、
昨
年
八
月

の
日
本
人
拘
束
と
そ
の
情
報
把
握
以

降
、
日
本
の
政
府
、
外
務
省
、
公
安

警
察
が
何
を
し
て
き
た
か
だ
。
そ
れ

ら
の
事
実
は
、
ひ
と
つ
の
真
実
を
指

し
示
し
て
い
る
。
安
倍
政
権
が
日
本

人
二
人
の
殺
害
を
招
い
た
張
本
人
だ

と
い
う
真
実
を
。

先
月
の
中
東
訪
問
に
お
け
る
首
相
の

二
億
ド
ル
援
助
表
明
と
は
、「
有
志

連
合
」
の
一
員
と
し
て
の
戦
闘
加
担

宣
言
だ
。
そ
れ
に
よ
っ
て
人
質
が
ど

う
な
る
か
は
火
を
見
る
よ
り
明
ら
か

だ
っ
た
は
ず
だ
。

政
府
は
、
あ
れ
は
「
人
道
支
援
」
だ

と
ま
た
も
や
嘘
で
乗
り
切
ろ
う
と
し

て
い
る
が
、
戦
闘
を
行
な
う
国
に
対

す
る
「
人
材
養
成
」「
イ
ン
フ
ラ
整

備
」
と
は
兵
站
行
動
に
ほ
か
な
ら
な

い
。
エ
ジ
プ
ト
で
発
表
さ
れ
た
首
相

表
明
の
英
文
に
は
な
か
っ
た
「
地
道

な
（
人
道
支
援
）」
な
ど
と
い
う
修

飾
語
を
訳
文
に
ま
ぎ
れ
こ
ま
せ
、

「
人
道
的
」
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
か
も
し

だ
そ
う
と
必
死
だ
。

人
質
を
死
に
追
い
や
る
目
的
は
何

か
？
　
こ
の
事
件
を
利
用
し
て
、
違

憲
・
無
効
の
集
団
的
自
衛
権
行
使
容

認
の
既
成
事
実
化
―
―
自
衛
隊
の
海

外
派
兵
、
戦
闘
参
加
を
可
能
に
す
る

法
整
備
を
強
行
す
る
こ
と
。「
対
テ

ロ
」
を
免
罪
符
に
、
改
憲
に
は
反
対

と
い
う
い
ま
だ
根
強
い
世
論
を
切
り

崩
し
、
明
文
改
憲
へ
の
突
破
口
を
開

く
こ
と
。
壊
憲
策
動
の
「
集
大
成
」

へ
向
け
た
跳
躍
台
と
し
て
、「
日
本

人
の
死
」
を
徹
底
利
用
し
よ
う
と
し

て
い
る
の
だ
。
安
倍
政
権
の
「
積
極

的
平
和
主
義
」
は
、
人
民
を
殺
さ
ず

に
は
成
り
立
た
な
い
。
こ
の
造
語
の

下
に
、
Ｎ
Ｓ
Ｃ
（
国
家
安
全
保
障
会

議
）
設
置
、
事
実
上
の
武
器
輸
出
容

認
、
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
の
閣

議
決
定
へ
と
壊
憲
策
動
を
推
し
進
め

て
き
た
、
そ
の
延
長
線
上
の
い
わ
ば

必
然
と
し
て
今
回
の
事
件
は
あ
る
。

ま
た
、
首
相
の
今
回
の
中
東
訪
問

は
、
日
本
の
中
東
政
策
の
決
定
的
な

転
換
を
も
た
ら
し
た
。
板
垣
雄
三
氏

（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）
は
『
京
都

新
聞
』『
信
濃
毎
日
新
聞
』
で
次
の

よ
う
に
指
摘
す
る
。

「
イ
ス
ラ
エ
ル
の
パ
レ
ス
チ
ナ
占
領

を
警
告
し
た
一
九
七
三
年
の
二
階
堂

進
官
房
長
官
談
話
」、「
先
進
国
首
脳

と
し
て
は
初
と
な
っ
た
八
一
年
の
鈴

木
善
幸
首
相
と
ア
ラ
フ
ァ
ト
・
パ
レ

ス
チ
ナ
解
放
機
構
（
Ｐ
Ｌ
Ｏ
）
議
長

の
会
談
、
イ
ス
ラ
ム
と
世
界
と
の
文

明
間
対
話
を
呼
び
か
け
た
二
〇
〇
一

年
の
河
野
洋
平
外
相
イ
ニ
シ
ア
チ

ブ
」。「
歴
代
政
府
は
中
東
の
市
民
の

間
に
『
日
本
は
欧
米
と
違
う
』
と
の

印
象
を
確
保
し
続
け
て
き
た
。」
し

か
し
、
第
二
次
安
倍
政
権
は
テ
ロ
国

家
イ
ス
ラ
エ
ル
と
の
関
係
を
際
立
っ

て
強
化
し
た
。
先
月
の
首
相
中
東
歴

訪
は
そ
の
「
象
徴
」
だ
っ
た
。
日
本

の
歴
代
政
権
が
積
み
上
げ
て
き
た
ア

ラ
ブ
諸
国
・
人
民
と
の
良
好
な
関
係

を
破
壊
し
た
も
の
こ
そ
「
積
極
的
平

和
主
義
」
な
の
だ
。

「
対
テ
ロ
戦
争
」の
淵
源

米
・
欧
帝
国
主
義
を
先
頭
に
し
た

世
界
的
な
「
対
テ
ロ
」
戦
争
が
常
態

化
し
て
い
る
。
事
態
の
解
明
に
必
要

な
視
点
は
シ
ン
プ
ル
だ
。
誰
が
利
益

を
得
る
の
か
、
誰
が
戦
争
を
し
た
い

の
か
、
だ
。「
有
志
連
合
」
諸
国
の

独
占
資
本
と
そ
れ
に
連
な
る
国
際
金

融
機
関
、
つ
ま
り
戦
争
で
利
潤
の
極

大
化
を
め
ざ
す
勢
力
だ
。
安
倍
政
権

が
戦
争
を
渇
望
す
る
の
も
自
国
の
資

本
家
階
級
の
要
請
に
よ
る
。

同
時
に
戦
争
政
策
は
、
資
本
主
義
の

窮
地
の
裏
返
し
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

過
剰
生
産
、
拡
大
再
生
産
の
構
造
的

矛
盾
に
逢
着
し
て
い
る
資
本
主
義

は
、
そ
こ
か
ら
の
脱
出
を
戦
争
に
求

め
て
い
る
か
ら
だ
。

そ
も
そ
も
「
イ
ス
ラ
ム
国
」
が
、
米

欧
諸
国
の
中
東
支
配
の
産
物
で
あ
る

こ
と
は
、
い
ま
や
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
。

現
在
の
事
態
の
源
流
は
一
九
七
八
年

の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
四
月
革
命
に
ま

で
遡
る
。
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
は
、

ア
フ
ガ
ン
革
命
を
つ
ぶ
す
た
め
に
過

激
な
イ
ス
ラ
ム
主
義
勢
力
＝
ム
ジ
ャ

ヒ
デ
ィ
ン
を
育
成
し
た
。
こ
れ
ら
の

勢
力
の
中
か
ら
後
年
ア
ル
カ
イ
ダ
を

形
成
し
て
い
く
一
派
が
生
ま
れ
、
ま

た
そ
こ
か
ら
現
代
の
「
イ
ス
ラ
ム

国
」
に
連
な
る
勢
力
も
出
て
く
る
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
戦
争
、
イ
ラ
ク
戦

争
、
さ
ら
に
は
い
わ
ゆ
る
「
ア
ラ
ブ

の
春
」
に
い
た
る
ま
で
、
一
貫
し
て

帝
国
主
義
は
自
ら
の
西
ア
ジ
ア
・
中

東
支
配
に
敵
対
す
る
国
家
・
勢
力
を

叩
き
つ
ぶ
す
た
め
に
、
こ
れ
ら
イ
ス

ラ
ム
主
義
勢
力
を
育
成
・
利
用
し
て

き
た
の
で
あ
る
。

改
憲・戦
争
政
策
を
止
め

る
た
め
に

今
回
の
事
件
に
関
し
て
、
メ
デ
ィ
ア

の
一
部
に
「
自
己
責
任
論
」
が
あ
る

と
は
い
え
、
イ
ラ
ク
戦
争
時
の
人
質

事
件
と
は
う
っ
て
変
わ
っ
て
『
読

売
』、『
産
経
』
を
は
じ
め
と
し
た
右

派
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
静
か
だ
。
事
件

を
自
衛
隊
派
兵
の
口
実
と
す
る
安
倍

政
権
を
援
護
す
る
た
め
だ
。
一
方
、

「
イ
ス
ラ
ム
国
」
の
残
虐
さ
を
連
日

詳
細
に
報
道
し
、
敵
愾
心
を
煽
る
露

骨
な
世
論
誘
導
に
躍
起
だ
。

安
倍
政
権
は
、
事
件
後
即
座
に
「
邦

人
救
出
」、「
在
外
法
人
保
護
」
を
名

目
に
し
た
自
衛
隊
派
兵
を
打
ち
出
し

た
。
そ
れ
に
伴
う
武
器
使
用
の
拡
大

も
含
め
た
自
衛
隊
法
改
悪
を
、
五
月

の
大
型
連
休
明
け
に
提
出
す
る
安
保

法
制
関
連
法
案
に
盛
り
込
む
と
い

う
。
ま
た
「
共
謀
罪
」
創
設
を
含
む

組
織
犯
罪
処
罰
法
改
悪
な
ど
、
国
内

の
治
安
弾
圧
体
制
づ
く
り
も
「
テ
ロ

対
策
」
を
口
実
に
強
め
ら
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。

つ
い
に
は
明
文
改
憲
の
具
体
的
な
日

程
ま
で
も
打
ち
出
し
て
き
た
。
二
月

七
日
に
出
さ
れ
た
改
憲
「
ロ
ー
ド
マ

ッ
プ
」
原
案
に
よ
る
と
、
早
け
れ
ば

来
年
秋
に
も
改
憲
を
発
議
し
よ
う
と

い
う
の
だ
。
現
在
の
通
常
国
会
の
会

期
中
に
改
憲
項
目
の
絞
り
込
み
を
始

め
、
秋
の
臨
時
国
会
で
選
定
を
終
え

る
と
い
う
。
来
年
の
通
常
国
会
に
憲

法
改
正
原
案
を
提
出
、
憲
法
審
査
会

で
審
議
を
本
格
的
に
開
始
。
参
院
選

で
改
憲
派
が
多
数
を
と
れ
ば
、
そ
の

秋
の
臨
時
国
会
で
改
憲
を
発
議
。
改

憲
の
是
非
を
最
終
的
に
決
め
る
、
再

来
年
中
に
実
施
す
る
と
し
て
い

る
。

来
年
度
の
日
本
の
軍
事
予
算
は
五
兆

円
を
超
え
、
高
額
な
戦
闘
機
等
の
数

年
に
わ
た
る
ロ
ー
ン
支
払
い
も
ふ
く

め
れ
ば
、
実
質
は
さ
ら
に
厖
大
と
な

る
。
辺
野
古
で
建
設
が
強
行
さ
れ
て

い
る
米
軍
基
地
は
自
衛
隊
の
共
用
が

ね
ら
わ
れ
、
与
那
国
島
の
「
離
島
防

衛
」
名
目
の
自
衛
隊
強
化
が
飛
躍
的

に
進
め
ら
れ
る
な
ど
、
海
外
派
兵
を

目
標
に
し
た
日
本
の
軍
事
大
国
化
が

一
気
に
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い

る
。

い
ま
、
改
憲
・「
対
テ
ロ
」
の
濁
流

に
抗
し
て
、
わ
た
し
た
ち
は
何
を
す

べ
き
か
。
職
場
や
学
園
、
地
域
で

個
々
ば
ら
ば
ら
に
切
り
裂
か
れ
、
無

関
心
・
既
成
事
実
の
堆
積
の
中
で
、

戦
争
の
真
実
を
伝
え
、
反
戦
・
反
改

憲
の
意
思
を
表
す
の
は
難
し
い
。
し

か
し
、
そ
こ
に
蟻
の
一
穴
を
あ
け
る

た
め
に
力
を
尽
く
す
こ
と
が
時
代
の

要
請
だ
。

二
月
二
十
五
日
、
全
労
協
と
壊
憲
Ｎ

Ｏ
！
96
条
改
悪
反
対
連
絡
会
議
が
主

催
し
、「
戦
争
さ
せ
な
い
！
２
・
25

学
習
決
起
集
会
」
が
開
催
さ
れ
る

（
詳
細
二
面
）。
安
倍
政
権
の
改
憲
・

戦
争
策
動
を
押
し
止
め
る
闘
い
、
そ

の
理
論
的
確
信
を
強
固
に
す
る
こ
と

は
現
場
の
力
に
な
る
は
ず
だ
。
集
会

へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
る
。�

�

【
米
丸
か
さ
ね
】

朝
鮮
人
追
悼
碑
撤
去
反
対
　
角
田
義
一
氏
に
聞
く
�
�
�
�
�

３
面

沖
縄･

辺
野
古
の
海
上
作
業
を
や
め
ろ
！
�
�
�
�
�
�
�
�
�

４
面

川
内
原
発
再
稼
動
を
阻
止
し
よ
う
！
��
�
�
�
�
�
�
�
�

５
面

連
載
③「
朝
鮮
は
戦
争
を
望
ん
で
い
な
い
」（
白
宗
元
）
��
�

５
面

ギ
リ
シ
ャ
総
選
挙
結
果
　
Ｋ
Ｋ
Ｅ
中
央
委
声
明
���
�
�
�

６
面

仏『
シ
ャ
ル
リ
ー･

エ
ブ
ド
』の
諷
刺
画
問
題(

清
水
勲)

�
�
�

７
面

●
今
号
の
お
も
な
内
容

人
質
殺
害
を
ま
ね
い
た
安
倍
の「
積
極
的
平
和
主
義
」

改
憲
・
戦
争
体
制
づ
く
り
に
反
対
し
よ
う
！

国
際
婦
人
デ
ー
３
・
７
東
京
集
会
に
結
集
を
！

３
月
７
日
㈯　

開
会
13
時
30
分
〜　

Ｓ
Ｋ
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル（
関
連
記
事
２
面
）

オ
ノ
レ
‐
ド
ー
ミ
エ
作＜

『
人
騒
が
せ
な
連
中
と
小
心
者 

２
』（
一
八
四
八
年
）＞

（
関
連
記
事
七
面
）

枠
外
に
「
お
や
、
あ
の
武
装
集
団
は
い
っ
た
い
ど
こ
へ
行
こ
う
っ
て
ん
だ
！
…
…
帰
ろ
う
、
か
み
さ
ん
や
、
物
騒
に
な
っ
た
も
ん
だ
！
…
…
」
と
い
う
小
文
が
添
え
ら
れ
て

い
る
。
棍
棒
を
も
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
行
進
ご
っ
こ
に
、
明
日
は
わ
が
身
が
標
的
か
と
中
年
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
夫
婦
が
怯
え
て
い
る
。
ル
イ
‐
フ
ィ
リ
ッ
プ
王
を
退
位
に
追
い

込
ん
だ
フ
ラ
ン
ス
二
月
革
命
の
雰
囲
気
を
伝
え
て
い
る
。 

【
編
集
部
】


